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Ⅰ. Miraikanビジョン 2030 の実現に向けて 

■ スローガン「Mirai can＿！ 未来は、かなえるものへ。」 

2021年4月に掲げた新たなビジョン「あなたとともに『未来』をつくるプ

ラットフォーム」をより多くの方に身近に感じてもらうためのスローガ

ン。たくさんの人の「かなえたい未来」が集まり、多様な人たちと共に実

現していく、そんなプラットフォームになることを目指すことを表したも

の。「Mirai can」に続く空白には、一人ひとりが自分事として、かなえた

い未来を想像してほしいという想いを込めている。 

 

■ Miraikanビジョン2030実現に向けた5つの取り組み 

多様な人々が集い、最先端の科学技術を活用して、一人ひとりが思い描く未来をかなえる。そんな「未来をつく

るプラットフォーム」になるために推進する、5つの取り組みを設定。 

 

1． 人の未来を考える 

一人ひとりが「自分のこと」として未来を考えられるよう、「Life」「Society」

「Earth」「Frontier」という 4つのテーマを切り口に、先端科学技術がもたらす人の

未来に焦点をあてた展示やイベントなどの科学コミュニケーション活動を展開する。 

 

2． 未来をつくる 

展示やイベントだけでなく、未来社会に向けた最先端の研究開発や実証実験などが体

験できる、そんな「未来社会の実験場」を目指す。そのために研究者や企業、自治体

など、多様なステークホルダーとの連携や共創などを推進する。 

 

3． みんなでつくる 

継続的に未来館との関係を構築するメンバーシップと、アプリや WEBなどのデジタル

プラットフォームの企画・運用を通して、さまざまな立場の人々がつながり、主体的

に未来づくりに参画することができる仕組みをつくる。 

 

 4．「未来をつくる人」をつくる 

解説や対話などで科学技術への興味関心を醸成するとともに、さまざまなステークホ

ルダーが集い共創する実証実験や課題解決にむけた活動をコーディネートするなど、

「未来をつくる人」として科学コミュニケーターの活躍を促進する。 

 

 5．サステナビリティとアクセシビリティ 

   社会的責任として環境負荷の軽減やアクセシビリティの充実に取り組むだけでなく、

新しい技術などを実験的に導入するなど、先進的な活動を積極的に推進する。両分野

のロールモデルミュージアムとしての実践や発信、普及を通して社会に貢献する。 
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Ⅱ．活動報告 

1．人の未来を考える 

一人ひとりが「自分のこと」として未来を考えられるよう、「Life」「Society」「Earth」「Frontier」という4つ

の領域を切り口に、シリーズ企画「Mirai can NOW」や大規模な常設展リニューアル、特別展、その他さまざまな

科学コミュニケーション活動を行った。 

 

■ シリーズ企画「Mirai can NOW」 

未来に向けた研究開発やその実現に取り組む人々の「いま」に触れ、体験するシリーズ企画として2022年度より

開始したもの。2024年度は第 6弾（Life領域）、第7弾（Frontier領域）、第8弾（Earth領域）、第9弾（Society

領域）を実施。 

 

▶ 第 6弾【Life】 春の茶話会「ねぇ、未来館でお茶しない？」   

 （2024年3月20日～ 4月 15日）  

  おいしいお茶を飲みながら、科学コミュニケーターやほかの参加者とおしゃ

べりする茶話会を行い、さらにお茶についてさまざまな角度から考える「研

究者と茶話会」では、“お茶”の製法や育種、“お茶すること”がもつ意味に

ついて参加者のみなさんと一緒に考えた。 

 

 ▶ 第7弾【Frontier】 地震のほしをさぐる 

   ―地球深部探査船「ちきゅう」再び東北沖 7000mの深部へ！ 

  （2024年8月1日～ 9月 9日） 

  世界最高レベルの科学掘削能力をもつ地球深部探査船「ちきゅう」の模型展

示や地震の謎にとりくむ研究者などの紹介を通して、地球科学研究の壮大な

スケールと情熱に迫った。 

 

 ▶ 第8弾【Earth】 地球飯～Tasty, Healthy, Earth-friendly 

  （2024年9月11日～ 12月9日） 

  地球にも人にもやさしいごはん「地球飯（ちきゅうめし）」をみなさんに提案

し、いま世界で起きている「食」に関する問題を知り、日常でできるさまざ

まなアイデアを参考にしながら、自分にぴったりの「地球飯」を考えた。 

 

 ▶ 第9弾【Society】 AIとえがく？ わたしスタイル in 20XX 

  （2025年2月5日～ 5月 12日）  

AI が日常に浸透した少し先の未来において、自分は AI とどのように関わり

たいのかを考える展示。お悩み相談、キャッチコピーやオリジナルキャラク

ターの作成など、さまざまな生成 AIの使い方を体験した後、自分自身はどの

ようにAIと付き合っていきたいのかを、スナップ写真として自分らしい暮ら

しを描く体験を提供した。 
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■ 常設展 ‐2つの新常設展示公開準備（2025年4月23日公開）‐ 

未来にむけた壮大な研究開発の最前線を、体験型の展示を通して楽しみながら理解できる2つの新たな常設展示

を 2025 年 4 月公開に向けて準備。最新の科学技術にもとづく展示体験を広く提供することで、来館者がさまざ

まな社会課題との向き合い方や解決に向けたヒントを自分自身で探ることを目指した展示を企画・制作した。 

 

▶ 新常設展示「量子コンピュータ・ディスコ」 

  総合監修：藤井啓祐氏（大阪大学教授） 

驚異的な計算力に大きな期待が寄せられている量子コンピュータ。そのプロ

グラミングを、DJ体験を通して理解できる展示 

 

▶ 新常設展示「未読の宇宙」 

  総合監修：梶田隆章氏（東京大学卓越教授） 

宇宙を読み解くために、人類が取り組んでいる壮大な観測と実験。見えない

粒子と波動が導く、新たな宇宙の魅力に触れる展示 

 

 

■ 特別展 

▶ 「刀剣乱舞で学ぶ 日本刀と未来展‐刀剣男士のひみつ‐」 

 （2024年7月10日～10月14日） 

日本刀を通して日本が現代に紡いできた技術や文化を「科学」と「エンタ

ーテインメント」で楽しみながら学び、未来へつないでいくことをコンセ

プトにした展覧会 

主催：日本科学未来館、刀剣乱舞で学ぶ 日本刀と未来展製作委員会 

 

▶ 「パリ・ノートルダム大聖堂展 タブレットを手に巡る時空の旅」 

  （2024年11月6日～2025年2月24日） 

専用タブレット端末「HistoPad」を使って、世界遺産・ノートルダム大聖

堂の創建時から現代までをタイムトラベルする体験型の展覧会 

主催：日本科学未来館、パリ・ノートルダム大聖堂展 製作委員会 

 

▶ 「チ。 ―地球の運動について― 地球(いわ)が動く」 

（2025年3月14日～6月1日） 

アニメ「チ。―地球の運動について―」の壮大な世界を舞台に、地動説の

歴史的研究から現代の観測技術まで、数々の知恵が集まった展示を楽しめ

る展覧会 

主催：日本科学未来館、 

特別展「チ。 ―地球の運動について―」製作委員会 
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■ 科学コミュニケーション・アクティビティ 

▶ レギュラーアクティビティ 

  ・ワークショップの定期開催 

さまざまなテーマのワークショップを Miraikan ID登録者向けに定期開催

し、一部学校団体向けにも展開。 

 

  ・科学コミュニケータートーク 

   人や暮らし、街や社会のこれから、地球や宇宙など多彩なテーマを扱った

科学コミュニケーターによるトークプログラム。常設展示ゾーン内「コ・

スタジオ」にて毎日複数回開催。 

 

  ・リクエスト解説 

   常設展示の中から気になる展示のリクエストを受け付けて、科学コミュニ

ケーターが解説を行うプログラムを毎日実施。 

 

 

▶ シーズンアクティビティ 

・みどりの学術賞受賞記念トークイベント「みどりの研究者と話そう! ～植

物の生き方・植物との生き方～」 

それぞれ異なる視点からみどりに対する見方を変えるような研究を進めて

きたことで、令和 6年（第 18回）「みどりの学術賞」を受賞された二人の

研究者をお招きしたトークイベントを実施。 

開催：2024年8月24日 

ゲストスピーカー：横張 真（東京大学総括プロジェクト機構特任教授） 

         西村 いくこ（奈良先端科学技術大学院大学理事/奈

良国立大学機構理事/神奈川大学理事/京都大学名誉

教授/甲南大学名誉教授） 

 

・【特別実験教室】ノーベル賞化学者からのメッセージ「導電性プラスチック

を作ろう！」 

 2000 年にノーベル化学賞を受賞した白川英樹博士（筑波大学 名誉教授）

がみずから講師となり、実験を通して化学の不思議さ、面白さを伝える特

別実験教室を開催。電気を通すプラスチック「導電性プラスチック」をテ

ーマに、実際に参加者がこのプラスチックを作り、また作ったプラスチッ

クを使った応用実験を実施。 

 ・「二次電池への応用」 開催：2024年6月23日 

 ・「透明フィルムスピーカーへの応用」 

 開催：2024年7月28日、12月8日 
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・科学コミュニケーターと楽しむノーベル賞 2024 

 ノーベル賞自然科学 3賞の発表当日に「科学コミュニケーターと楽しむノ

ーベル○○賞」を配信。ノーベル賞に関する基本情報の紹介に加え、各賞

の関連研究も紹介。受賞発表時刻には、スウェーデンの会見の様子をイン

ターネット中継で見守りながら、視聴者と一緒に発表の瞬間を迎えた。 

  開催：2024年10月 7日～9日 

 

・科学コミュニケータートーク「だから化学はおもしろい！」 

 10月23日の「化学の日」と化学の日を含む「化学週間」に合わせて、化学

のおもしろさがつまった 3つのイベントを実施。参加者には「化学の日缶

バッジ」と「周期表ファイル」を配布。 

  開催：2024年10月 21日～27日 

 

・イグ・ノーベル賞公式イベント 「Ig Nobel Face-to-Face 2024 in JAPAN」 

 「素朴な疑問から始まる科学」を伝え、科学・技術の面白さを共有する目

的として、イグ・ノーベル賞授賞者とノーベル賞授賞者を招いたイベント

を実施。イグ・ノーベル賞の公式イベントとして開催。 

  開催：2024年11月 17日  

 

 

▶多様な科学コミュニケーション手法の開発・実施 

・多元的未来を体感する特別講座：WIRED UNIVERSITY × Miraikan 

 初代台湾デジタル担当政務委員のオードリー・タン氏と、資本主義や民主

主義のラディカルな変革を志す「RadicalxChange」のムーブメントを牽引

する経済学者のグレン・ワイル氏らを招き、一人ひとりの多様な意思を一

つの政治や経済システムに収斂させるのではなく、多様なまま社会の中に

とりこんでいく多元的な未来像を提示した。 

  開催：2024年7月26日  

 

・ポッドキャスト番組「ミュージアムの片隅で未来を雑談するラジオ」 

未来館の展示やイベントについて、展示フロアだけでは伝えきれない制作

の裏側やエピソードをお届けする音声番組シリーズを2024年 6月 21日か

ら開始した。 
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2．未来をつくる 

「未来社会の実験場」を目指して、大学・研究機関や企業、地域・自治体など様々なパートナーと連携・協力

し、最先端の研究開発や実証実験を推進し、来館者とともに未来を共創する。 

 

■ 未来館におけるアクセシビリティ技術開発と実証 

視覚障害者の未来の生活を支える技術の研究開発を行うコンソーシアム型研究室

「未来館アクセシビリティラボ」において、参画する企業や大学とともに、ナビ

ゲーションロボット「AIスーツケース」や、触れて理解するインタラクティブな

展示の開発、先進システムを用いた展示体験コンテンツの開発などを推進。2024

年4月からはAIスーツケース館内定常実証実験を開始した。 

 

■ 地域・自治体と連携した実証や共創の推進 

地域・自治体と連携し、未来館のみならず地域全体をフィールドとした最先端技

術の実証や、社会との共創の取り組みを推進。 

 

▶「SusHi Tech Tokyo 2024 ショーケースプログラム」開催 

ベイエリア全域を舞台とした未来の東京を体験する大規模イノベーションイ

ベント。未来館では想像力を刺激するテクノロジーやサステナブルな取り組

みなどを紹介した。 

 

▶官民学共創拠点「Tokyo Mirai Park」をOPEN 

東京都と 3か年の連携協定を締結し、地域における官民学の共創及び先端テ

クノロジーの体験拠点を未来館 1F・3Fに2024年9月よりオープン。 

 

▶ 自動運転・パーソナルモビリティの地域実証推進 

DIC 協議会及び臨海副都心自動運転サービス構築プロジェクトと連携し、地

域における自動運転実証や、公園内での次世代パーソナルモビリティの歩車

共存実証を実施。未来館を起点に多数の来館者が次世代モビリティに試乗し、

社会実装に向けた実証に参加した。 
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■未来館に入居する研究プロジェクトとの連携・協働 

未来館「研究エリア」には最先端の研究開発を行う多様なプロジェクトが入居。研究開発の推進のみならず、研

究室訪問やワークショップ、市民参加型研究や実証実験等の科学コミュニケーション活動を実施。 

 研究エリア入居・実施プロジェクト： 

  ・「アバター共生社会」プロジェクト 

    研究代表者：石黒 浩（大阪大学大学院 基礎工学研究科） 

・「ミトコンドリア生合成」プロジェクト 

    研究代表者：遠藤 斗志也（京都産業大学 生命科学部） 

  ・「xDiversity（クロス・ダイバーシティ）」プロジェクト 

    研究代表者：落合 陽一（筑波大学 デジタルネイチャー開発研究センター） 

  ・「運動能力開発・拡張」プロジェクト 

    研究代表者：川上 泰雄（早稲田大学スポーツ科学学術院／早稲田大学総合研究機構ヒューマンパフ

ォーマンス研究所） 

・「ヒューマン・オルガノイド」プロジェクト 

    研究代表者：武部 貴則（大阪大学 大学院医学系研究科／東京科学大学 統合研究院／シンシナティ

小児病院 オルガノイド医療研究センター／横浜市立大学 コミュニケーション･デザイン･センター） 

・「知的やわらかものづくり革命」プロジェクト 

    研究代表者：古川 英光（山形大学 ソフト&ウェットマター工学研究室 SWEL） 

・身体性メディアプロジェクト「Cyber Living Lab」 

    研究代表者：南澤 孝太（慶應義塾大学大学院 メディアデザイン研究科（KMD）） 

・「こどもからみる不思議世界探求」プロジェクト 

    研究代表者：山口 真美（中央大学 文学部） 

・「サステイナブルバイオテクノロジー」プロジェクト 

    研究代表者：渡邉 一哉（東京薬科大学 生命科学部） 

 

▶ 市民参加型研究・実証実験 

 来館者が研究や実証実験に参画するプログラムを開催。 

 

・「スーパー発電菌をみんなで探そうプロジェクト 2024」 

東京薬科大学「サステイナブルバイオテクノロジー」プロジェクト 

全国の中高生とともに、全国の土壌を調査。発電能力の高い「スーパー発

電菌」を探すシチズンサイエンス型の科学研究参加プログラム。 

開催：2024年6月26日（水）〜 11月10日（日） 

 

・「3Dフードプリンター寿司の一般試食実証実験」 

山形大学「知的やわらかものづくり革命」プロジェクト 

3D フードプリンターで作成したお寿司の初めての一般向け試食実証実験

を実施。外見や食感、味などへの率直な感想や意見を集め、社会受容性を

検証するとともに、フードテック技術のフードロスへの寄与を考える機会

を提供した。 

開催：2024年12月8日 
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■ 未来社会の実験場に向けた実証実験の推進 

▶ 実証実験公募プログラムの新設 

未来館における実証実験誘致を目的とした公募制度「実証実験公募プログラム」を 2024年11月25日

から開始。審査を経て2025年度実施実証実験を7件採択した。 

 

・生成AIを用いたユニバーサルガイドアプリによるあらゆる人に最適な展示博覧体験サービスの実証 

 北村 幸弘（NHKグローバルメディアサービス ユニバーサルサービスセンター） 

・多面連動ディジタルサイネージと空間的・没入的映像提示による人流制御手法の検証 

 三河 祐梨（東京大学大学院情報理工学系研究科 システム情報学専攻） 

・生成AI 技術や画像認識を用いたロボットによる新しい対人サービスの実証 

 竹原 久雄（JALデジタル） 

・子ども型見守りロボット「Hanamoflor」の子どもを対象とした活動の価値検証と社会受容性検証 

 袖山 慶直（ソニーグループ株式会社 事業開発プラットフォーム） 

・AIクローン技術を活用した人間と AIの共創的サイエンスコミュニケーションモデルの構築と検証 

 笠原 俊一（ソニーコンピュータサイエンス研究所/沖縄科学技術大学院大学） 

・スマートフォン用ソフトウェア＜空間楽器＞による多様な人々と社会を結ぶアート手法の検証 

 古川 聖（東京藝術大学 先端芸術表現科） 

・遠隔操作とロボット基盤モデルを組み合わせたサービスロボティクスのスケール化に関する実証 

 松嶋 達也（東京大学大学院工学系研究科/一般社団法人 AIロボット協会） 

 

 

 

▶ 企業・スタートアップ等と連携した実証実験等の取組 

 企業やスタートアップと連携し、開発中の先進的な技術やサービスの実証実

験を実施。 

 

 ・多言語自動翻訳システムでのガイドツアー実証（TOPPAN株式会社 ） 

 

 

 ・超小型人工衛星を用いた地球撮影サービス体験（ソニーグループ株式会社、

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構） 

 

 

 ・音声MR技術を用いた展示体験システムの実証（株式会社乃村工藝社、株式

会社GATARI ） 
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3．みんなでつくる 

「Miraikan ID」の登録を継続して実施。また、ボランティア活動の推進や世界の科学館との交流、国内外から

の来賓との交流などを通して、さまざまな立場の人々がつながり、未来館の活動を知り、参加できる取り組みを

実施。また、主体的な「未来のつくり手」として未来館活動に参画できるよう、アプリ、Webサイトをはじめと

したデジタル参画プラットフォームを構築・活用。 

 

■ Miraikan ID 

Miraikan ID登録者にメールマガジン「Miraikan News」の定期配信、年間パスポ

ートの案内、イベントの定期開催の他、新規展示の制作過程における試行会やワ

ークショップなど市民参画の場を創出した。 

 

 

■ ボランティア活動 

100 名以上のレギュラーボランティアが展示の体験サポートや展示ツアー、実演

やワークショップなどで活動。夏期には夏休み限定ボランティアとして、大学生

や高校生も活躍した。 

 

 

■ 世界の科学館ネットワークにおける情報発信・交流 

アジアやヨーロッパ、北米地域などの国際科学館ネットワークにおける連携活動

や、年次総会等への参加による日本科学未来館の取り組み事例発信や交流、情報

交換を実施。また、駐日大使館等とも連携。 

 

▶ ASPAC総会（アジア科学館ネットワーク） 

 開催日：2024年9月3日～7日 

 会場：韓国国立果川科学館 

・発表タイトル：「Overcoming Plastic Waste with Visitors’ Solutions」 

 登壇者：上田 羊介（科学コミュニケーション室） 

・発表タイトル「A Daily Talk Program to Elicit Honest Opinions on Future Health Checkups」 

  登壇者：加藤 昴英（科学コミュニケーション室） 

・発表タイトル「One-day Kids Science Communicator 」 

  登壇者：若林 里咲（科学コミュニケーション室） 

・発表タイトル「Empathetic Engagement for Honored Guests」 

  登壇者：太田 渚（経営戦略室） 

 

▶ Ecsite年次総会（ヨーロッパ科学館ネットワーク） 

 開催日：2024年6月5日～8日 

 会場： GR - Ljubljana Exhibition and Convention Centre （スロベニア） 

・発表タイトル：「Oops, inclusion goes wrong」 

  登壇者：大久保 明（科学コミュニケーション室） 
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▶ ASTC年次総会（北米地域科学館ネットワーク） 

 日本科学未来館館長（浅川 智恵子）がASTCの取締役員（Board of Directors）に 2023年10月～ 

2026年9月までの任期で就任している。 

 開催日：2024年9月28日～10月 

 会場：McCormick Place（米国シカゴ） 

 ・発表タイトル：「Touch and Learn! Life on the ISS Exhibition Tour for the Visually Impaired」 

  登壇者：小林 沙羅（科学コミュニケーション室） 

 ・発表タイトル：「Creating an Exhibition with Domestic Wood with Consideration for the Environment」 

  登壇者：志水 千晴（科学コミュニケーション室） 

 ・発表タイトル：「How to prepare for the next pandemic: learn scientific perspectives by experiencing 

basic life-science」 

  登壇者：青木 皓子（科学コミュニケーション室） 

 

 

▶ 駐日大使館との連携 

・写真展「科学の幽玄 」 

開催日：2024年3月12日～4月7日 

会場：日本科学未来館 5F ロビー 

サイエンスフォトコンテスト「科学の幽玄」にて選定された優秀・受賞

作品の写真展をフランス大使館と共催。 

  

 

  ・駐日大使館向けのネットワーキングイベント 

開催日：2024年11月13日 

会場：日本科学未来館 展示スペース、7階 コンファレンスルーム木星 

大使や公使、科学技術担当官含め 12か国から30名が参加。 
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■ 国内外からの来賓 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

文部科学大臣政務官 
本田顕子氏（右） 

2024年4月26日 

スロベニア日本友好議員連盟 会長 
ドゥシャン・ストヤノヴィッチ氏（右から 3番目） 

駐日スロベニア共和国大使 
ユーリ・リフェル閣下（右） 

2024年5月16日 

国連開発計画 UNDP 

恐竜キャラクター”フランキー”（中央） 
国連開発計画 UNDP駐日代表 
ハジアリッチ秀子氏（右から２番目） 

Future Earth国際事務局 日本ハブ 事務局長 
春日文子氏（右） 

2024年4月11日 
 

台湾 国立科学工芸博物館 館長 
李秀鳳氏（右） 

2024年4月13日 

アジア開発銀行 副総裁 
ファチマ・ヤスミン氏（右） 

2024年7月31日 

中国 上海科学技術館 館長 
ニ・ミンジン氏（右） 
2024年8月14日 

農林水産副大臣 
鈴木憲和氏（左） 

2024年4月12日 

文部科学副大臣 
あべ俊子氏（右） 

2024年7月26日 

タイ王国  スパチャイ・ブサディー・チャラワノン財団 
理事長  スパチャイ・チャラワノン氏（左） 

 
副理事長  ブサディー・チャラワノン氏（右） 

2024年7月17日 
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文部科学大臣 
あべ俊子氏（右） 

2024年12月8日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイ科学研究イノベーション チェアマン 
シリラーグ・ソンシビライ氏（右） 

2024年10月9日 

タイ 高等教育科学研究イノベーション省 大臣 
スパマス・イサラパクディ氏（中央） 

タイ国家研究会議 エグゼクティブディレクター 
デオング・ウィパラット氏（右から２番目） 

2024年10月10日 

マレーシア ペトロセインズ・ディスカバリーセンター 
館長 エザリスマ・アズニ・モハマド氏（右） 

2024年12月8日 

衆議院議員 
金城泰邦氏（左） 

2024年11月5日 

内閣府特命担当大臣（クールジャパン戦略、知的財
産戦略、科学技術政策、宇宙政策、経済安全保障）、

経済安全保障担当 
城内実氏（左） 

2024年11月27日 

衆議院議員 
平林晃氏（右） 

2024年12月26日 

アメリカ 科学技術センター協会 会長 兼 CEO 
クリストファー・ネルソン氏（中央） 

2024年8月30日 

台湾 文化部部長 
李遠氏（右） 

2024年9月7日 
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江東区長 
大久保朋果氏（右） 
2025年1月30日 

イスラエル国 科学技術イノベーション省 チーフ・サイエンティスト 
アヴィ・ドム氏（中央） 

イスラエル・イノベーション庁 会長 
アロン・ストペル氏（右から5番目） 

駐日イスラエル大使 
ギラッド・コーヘン氏（左から 5番目） 

2025年1月13日 

ハンガリー外務貿易省、宇宙開発担当長官、国会議員  
オルショヤ・フェレンツ氏（中央） 

2025年1月29日 

ASEAN事務局 事務次長 政治・安全保障共同体担当 
アスタナ・アブドゥル・アジズ氏（右） 

2025年2月8日 

1997年ノーベル物理学賞受賞者 
ウィリアム・ダニエル・フィリップス氏（右） 

2025年3月8日 

文部科学副大臣 
野中厚氏（右） 

2025年3月13日 

衆議院議員 
萩生田光一氏（左から2番目） 

2025年3月26日 
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■ 国内外各地への普及展開 

 科学コミュニケーション・コンテンツの普及展開を実施。 

▶ 遠隔デジタル体験展示「MIRAI-Bit」 

 インターネットを通していつでも、どこからでも未来館の展示の一部を 

体験することができるオンライン展示体験サイト「MIRAI-Bit」を移動型の 

展示パッケージにして高知や福岡の科学館等へ展開した。 

 

 

▶ 全国科学館連携協議会との連携によるコンテンツの展開 

・展開コンテンツ 

  「どうする？プラごみ」「わたしと世界のつながり」「星の衝突で何ができ

た？」「62の「月」が織りなす多彩な世界」 

   

・連携・展開実績 

  板橋区立教育科学館（東京都）、川口ダム自然エネルギーミュージアム（徳島

県）、川口市立科学館（埼玉県）、佐世保市少年科学館（長崎県）、こども科学

センター・ハチラボ（東京都）、琴平海洋博物館（香川県）、帯広市児童会館

（北海道）、厚岸町海事記念館（北海道）、静岡科学館る・く・る（静岡県）、

愛媛県総合科学博物館（愛媛県） 

 

▶ ドーム映像配給の実施による展開 

 ドーム映像「FURUSATO 宇宙からみた世界遺産」「9次元からきた男」「INHERIT ～はやぶさ 2・宙への夢と挑戦

をのせて～」の配給及び貸出し（平面版の貸出しを含む）： 

香々地青少年の家（大分県）、中日文化センター（愛知県）、Science & Cocktails in Copenhagen（デンマ

ーク）、International Congress of Basic Science（中国）、清華大学とヤウ数理科学センター主催の高校

生科学コンテスト授賞式（中国） 
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4．「未来をつくる人」をつくる 

解説や対話などを通して科学技術への興味関心を高めるだけでなく、さまざまなステークホルダーが集い共創す

る実証実験や課題解決にむけた活動をコーディネートするなど、「未来をつくる人」として科学コミュニケータ

ーが活躍。また、教育関係者向けのイベントや次世代を担う小学生～高校生向けの科学コミュニケーションプロ

グラムを開催した。 

 

■ 人材開発 

社会全般のさまざまな場面において多層的科学コミュニケーションを展開し、多様な主体との対話・協働・共創

を推進することができる科学コミュニケーターの育成に取り組んでいる。科学コミュニケーション活動に必要と

なる知識やスキルの習得のためのプログラム等を実施した。 

 

▶ 研修プログラム 

・入職時研修 

  展示理解、演習（解説・実演） 

 ・スキル研修 

   業務マネジメント、ライティング、ロジカルシンキング、プレゼンテーション、ファシリテーション 

 

▶ 能力開発、キャリア形成に向けた取り組み 

 ・展示制作やトークイベント等の OJTの実施 

 ・国際科学館ネットワーク等での成果発表 

 ・大使館イベントにてSCがトークを実施 

 

▶ その他の研修 

・アクセシビリティ研修 

・JST CRDSと協力した研修 

カーボンニュートラル関連動向 

臨床医学分野の俯瞰 

システム・情報科学分野の潮流 

人工知能の発展と人・社会   

ナノテクノロジー・材料分野の動向 

量子技術の動向と今後の課題 
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▶ 在籍科学コミュニケーター（2024年度）と、主な実績 

   

＜青木皓子＞ 

 アクティビティ企画全般に携わり、主に未来館研究エリア入居プロジェクトとの連携活動、内閣府「み

どりの学術賞」受賞研究に係る情報発信・イベント実施、外部研究者と連携した実験教室や対話活動等、

研究者協働イベントを継続的に実施した。そのほか、臨海青海特別支援学校との連携授業の実施、児童

書の監修、ブログ執筆等、科学コミュニケーション活動を実施した。 

 

＜荒木千賀＞ 

 常設展示の企画開発に携わり、「未読の宇宙」の制作において企画・リサーチを担当した。また、シン

ボル展示ジオ・コスモスに月を投影し、月にちなんだ解説を行う「ジオ・コスモスでめぐる月の世界」

などを企画・担当した。その他視覚障害者向けツアー「さわってわかる！ISSのくらし」のファシリテ

ーションを担当し、主に宇宙・天文領域のイベント・企画に係わっている。 

 

＜安藤未来＞ 

 "常設展示改修の企画開発にに携わり、「Geo-Scope」の更新および「Geo-Scope オンライン」の制作に

おいて企画・リサーチを担当した。そのほか・防災関連イベント企画調整、実施（展示ツアー担当、来

館者対応）を行った。" 

 

＜岩澤大地＞ 

 展示の企画開発業務に携わり、常設展示「ジオ・スコープ」のリニューアルにおいて、調査・企画を担

当した。未来館公式 Podcast の立ち上げをおこない、ファシリテーションを担当しながら、2024 年度

は約 20エピソードを配信した。常設展示「ハロー！ ロボット」の研究紹介エリアの更新を目的とした、

企画およびリサーチをおこなっている。また、Ecsiteの 2024年次大会での未来館ブース出展も担当し

た。 

 

＜江川泰穂＞ 

 常設展示の企画開発展示に携わり、「ジオ・スコープ」のリニューアルにおいて、リサーチとデータ入

手のため特に海外機関との連絡を担当した。2024 年 12 月からはデジタル・技術 SC としてデジタル化

推進プロジェクトに参加。視覚障害を持つ方向けアプリ「未来館アシストアプリ」の展示テキスト作成、

ARマーカーの検証及び運用を担当、また同「未来館アシストアプリプラス」にも携わる。 

 

＜大久保明＞ 

 多様な来館者に開かれたミュージアムの実現を目指し、インクルージョン＆ダイバーシティを中心にイ

ベント等を企画・実施。アクセシビリティ推進プロジェクトではろう難聴者向けの展示ツアーやスタッ

フ勉強会を企画した。アクティビティ担当では、研究エリアとの協働で特別支援学校で授業を実施した

り、哲学対話のイベントを企画実施し、また、国際研究交流大学村との連携ワークショップも企画実施

した。活動の成果をもとに、Japan Scicom Forumでワークショップをホストしたり、Ecsiteでセッシ

ョンのチェアを担当したりと精力的に対外活動も実施した。 
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＜大谷朋己＞ 

 アクティビティの企画全般に携わり、情報発信や対話活動を行った。生成 AI をテーマにした Mirai can 

NOW 第 9弾「AIとえがく？わたしスタイル in 20XX」の企画・実施した。また、研究エリア入居プロ

ジェクトのイベントを担当した。 

 

＜加藤昂英＞ 

 アクティビティの企画全般に携わり、人文・社会科学やデザインの知見も取り入れながら、誰もが未来

館に居場所を見つけられるための取り組みを行っている。これまで、研究エリアとの協働イベントやノ

ーベル賞関連イベント、ムーンショット目標 2との連携イベントなどの設計や実践を担当した。 

 

＜倉田祥徳＞ 

 アクティビティの企画全般に携わり、Mirai can NOW 第 7 弾「地震のほしをさぐる―地球深部探査船

「ちきゅう」再び東北沖 7000m の深部へ！」に関連するトークイベントのファシリテーターを担当し

た。また、国際深海科学掘削計画「JTRACK」のアウトリーチオフィサーとして地球深部探査船「ちきゅ

う」に乗船し、アウトリーチ活動を継続的に実施した。 

 

＜小林沙羅＞ 

 常設展示の企画開発に携わり、これまでにビジョナリーラボ「セカイは微生物に満ちている」や「老い

パーク」、「零壱庵 デヴィエーション・ゲーム－人間（ひと）ならではの表現って何だろう？」の制作

において調査企画を担当。展示に関連したイベントの企画・運営・ファシリテーションも行う。またア

クセシビリティ推進プロジェクトの一員として、日本手話による展示紹介映像の制作ディレクションや

手話通訳および字幕付き常設展示ツアーの開発なども手がけている。 

 

＜齋藤早樹子＞ 

 アクティビティの企画全般に携わり、情報発信や対話活動を行う。Mirai can Now第 9弾「AIとえが

く？わたしスタイル in 20XX」を企画・実施した。また、量子コンピュータに関わる科学コミュニケー

タートーク「桃太郎、量子コンピュータに出会う」を開発した。 また、児童書「366 日でかがくはか

せ！」の監修業務も行った。 

 

＜坂口香穂＞ 

 常設展示の企画開発に携わり、新規常設展示「未読の宇宙」の企画・リサーチを担当した。 

そのほか、ジオ・コスモスを用いたイベント「ジオ・コスモスでめぐる月の世界」において企画・運営

を担当。他宇宙系展示の小改修を担当するなど、主に宇宙・天文領域の展示・イベントに携わった。 

 

＜佐久間紘樹＞ 

 アクティビティの企画全般に携わり、多様な立場の人々が対話できることを目指して企画開発やワーク

ショップ運用をしている。生成 AIをテーマにした Mirai can NOW第 9弾「AIとえがく？わたしスタイ

ル in 20XX」の企画・実施を担当した。産業技術総合研究所とともに、ワークショップファシリテーシ

ョン熟達のための AI活用を検討し、国内学会での発表をおこなった。 
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＜佐野広大＞ 

 常設展示の企画開発業務に従事。常設展示「ハロー！ ロボット」の展示改修準備（R7年度公開）や「ノ

ーベル Q」の展示追加等を主に担当。主に展示企画の取り組みについて、Ecsite2024（スロベニア・リ

ュブリャナ）でのブース出展や、ヒューマンインタフェースシンポジウム 2024におけるポスター発表、

公式ポッドキャスト番組の立ち上げなど、複数の対外的な発信活動を実施した。また、アクセシビリテ

ィ推進プロジェクトに所属し、主に視覚障害者向けの取り組みを担当。プロジェクトにおける取り組み

について、「だれもが文化でつながる国際会議 2024」にて発表およびディスカッションを行った。 

 

＜澤田拓実＞ 

 アクティビティ全般に取り組み、特に「科学の目で見て描いてみよう」や「気候変動から世界を守れ!」

のワークショップを実施した。また、みどりの科学コミュニケーターとして内閣府「みどりの学術賞」

のイベントや情報発信を行った。加えて、Mirai can NOW第 7弾「地震のほしをさぐる」を企画から実

施まで担当し、地球科学研究の壮大なスケールと情熱を取り上げた。ほか、「知的やわらかものづくり

革命」プロジェクトによる研究者トークと実験デモンストレーションイベントのファシリテーション、

アクセシビリティ推進プロジェクトやアバターロボットによる遠隔ツアーで多様な人に開かれたミュ

ージアムとなるよう取り組んでいる。科学史・技術史の背景を活かし、特別展「チ。 ―地球の運動に

ついて―」の展示と体験手法および監修者を提案した。 

 

＜清水菜々子＞ 

 科学コミュニケータートーク「火星のモノは、だれのもの？」を立案。宇宙分野に関する対話活動を市

民へ広げるためのコンテンツを開発し、未来館外の施設においても実施した。また、建造中の北極域研

究船「みらいⅡ」に関するトークイベントの企画・運営や、小学校高学年を対象とした天文学習プログ

ラムの試行を行った。 

 

＜瀬戸翔吾＞ 

 アクティビティの企画全般に携わり、情報発信や対話活動を行った。生成 AI をテーマにした Mirai can 

NOW第 9弾「AIとえがく？わたしスタイル in 20XX」の企画・実施および関連イベントの実施を行っ

た。また、研究エリア入居プロジェクトのイベントを担当した。 

 

＜セーラホクス＞ 

 アクティビティの企画全般に携わり、研究者との市民科学イベントなどを企画・実施。Mirai can NOW

第 8弾「地球飯～Tasty, Healthy, Earth-friendly」を企画から実施まで担当し、持続可能な食に注目

を集めた。日頃、環境問題やサステナビリティについてリサーチを続け、国際交流や海外からの要人の

来館対応なども担当した。 

 

＜出沢良樹＞ 

 アクティビティの企画全般を担当し、Mirai can NOW第 9弾および関連イベントの企画・実施を行った。

また、ノーベル賞関連の動画配信、児童書籍の監修、3Dフードプリンターの実証実験など、科学コミュ

ニケーションに関わる多様な業務も担当した。 
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＜中尾晃太郎＞ 

 常設展示の企画開発に携わり「量子コンピュータ・ディスコ」の制作では企画・調査を担当。本展示に

関連し、理化学研究所との連携イベントの実施や雑誌『WIRED』への記事執筆を行った。そのほか、「科

学コミュニケーターと楽しむノーベル賞」の企画・出演、ワークショップファシリテーションについて

産総研と協働し学会等を通じた外部発信など、アクティビティ企画にも携わった。 

 

＜平井元康＞ 

 アクティビティの企画全般を担当し、Mirai can NOW第8弾「地球飯～Tasty, Healthy, Earth-friendly」

の企画および関連イベントの企画、実施に携わった。また、常設展示改修の企画開発にも携わり「ジオ・

スコープ 探究モード」の学習プログラムの企画、設計を担当した。 

 

＜前山凌雅＞ 

 常設展示の企画開発に携わり「量子コンピュータ・ディスコ」の制作では企画・調査を担当。本展示に

関連し、理化学研究所との連携イベントのメインコンテンツ企画や、雑誌『WIRED』への記事執筆を行

った。また、アクティビティ SCへ向けての展示内容の説明会を半年間に渡って企画開催し、充実した

フロア対話ができるような基盤づくりを行った。アクセシビリティ推進プロジェクトでは、主に聴覚障

害者対象のツアー・イベントを担当した。 

 

＜マラヴィカグルラジ＞ 

 Mirai can NOW第 8弾「地球飯～Tasty, Healthy, Earth-friendly」の企画者として関連イベント「食

べものの足跡をたどると、生きものたちへの影響が見えてきた。～ツール体験＆トークセッション」 イ

ベント設計サポートとイベント当日研究者トークイベントファシリテーションを担当した。第 6回ジュ

ンアシダ賞パネルディスカッションの司会進行役を務めた。臨海青海特別支援学校特別授業の内容検討

から当日ファシリテーションまで担当した。 

 

＜三浦菜摘＞ 

 アクティビティの企画全般に携わった。「科学コミュニケーターと楽しむノーベル賞 2024」の総合司会

や、子供向け番組の科学コーナーや児童書籍の監修など、対話活動や情報発信を行った。また、国際深

海科学掘削計画「JTRACK」のアウトリーチオフィサーとして地球深部探査船「ちきゅう」に乗船し、未

来館と「ちきゅう」を繋いだ中継イベントなど、アウトリーチ活動を実施した。アクセシビリティ推進

プロジェクトでは主に視覚障害者向けツアーや、センサリーマップ・グッズの制作に従事した。 

 

＜若林里咲＞ 

 アクティビティの企画全般に関わり、展示解説や対話活動、情報発信を行った。ノーベル賞関連の番組

配信や、イグノーベル賞公式イベントのトークセッションにおけるファシリテーションを担当した。さ

らに、ブログ執筆や国際発表などの対外発信に取り組んだほか、子供向け番組の科学コーナーや児童書

籍の監修にも携わった。 

 

＜渡邉桂佑＞ 

 アクティビティの企画全般に携わり、対話活動や情報発信を行った。「科学コミュニケーターと楽しむ
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ノーベル賞 2024」の生理学医学賞担当として番組を制作・監修した。生命科学分野の研究者とのトーク

イベントやワークショップを精力的に実施し、実験教室「PCRってなに? ～大腸菌の遺伝子を比べてみ

よう～」の企画および制作を行った。TV番組や書籍の企画・監修も担当していた。 

 

 

 

▶ 科学コミュニケーター出身者の活動状況 

日本科学未来館での任期を終了した科学コミュニケーターは、その多くが

全国の研究機関、大学、企業、科学館、教育機関などで活動している。 

輩出先内訳（2020～2024年度、計52名） 
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■ 科学館関係者、教育関係者への科学コミュニケーション活動・技能の普及 

▶ 長期派遣研修 

 現職教員が未来館の活動に携わることで科学コミュニケーション活動のノウハウを学校教育の現場へ還元

するとともに、博学連携の強化を目的として実施。2023年度は1名の長期派遣教員を受け入れ、学校団体の

利用実態調査や学校団体向け科学コミュニケーションプログラムの開発・実施などの業務を通じた研修を行

った。 

  期間：2024年4月～2025年3月 

  派遣元：埼玉県立熊谷西高等学校 

 

▶ 教員のための博物館の日 

 教育関係者によるミュージアム活用を目的とした「教員のための博物館の日」

の一環として、学校団体が日本科学未来館を活用する際に参考にできるプロ

グラムや取り組みを紹介・体験するイベントを開催した。 

  開催：2024年8月2日 

 

▶ 教員向けの研修 

 未来館紹介、展示担当者による講義、ワークシート体験等、学校との連携に

よる校種や目的・要望に応じた教員向けの研修を実施した。 

 

■ 学校団体向け学習コンテンツ 

 

▶ 学習教材「探究学習プログラム」 

展示見学を通して疑問や興味を喚起し、探究的な学習につなげることを目的と

した、学校での事前・事後学習と展示見学を組み合わせて活用する学習支援教材

を配布した。 

 

 

▶ 見学ワークシート 

 展示見学を通して、疑問や興味を喚起し、探究的な学習を行う児童・生徒向

けのワークシートを配布した。 

 ・はじめての展示体験ワークシート（小学 4～6年生推奨） 

 ・未来想像ワークシート（小学 4年生以上推奨） 

 ・ワークシート 科学技術の光と影（高校生以上推奨） 

 

▶ 教育関係者向け学習教材 

 教育関係者向けに、 小中学校・高校の授業、大学の講義、科学館のイベント、

市民講座などの場で利用できる学習教材を提供した。 
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 ・SDGs関連教材「わたしと世界のつながり かるた」 

 ・ワークショップ「月開発会議へようこそ～あなたの選択が未来をつくる」 

 ・ワークショップ「エネルギーの未来を考えよう」 

 ・ワークショップ「もう選べない？未来のお寿司」 

 ・科学コミュニケーター・トーク映像配信         など 
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5．サステナビリティとアクセシビリティ 

社会的責任として、環境負荷の軽減やアクセシビリティの充実に取り組むだけでなく、サステナブルな食体験

や、音声をリアルタイムで透明なパネルに字幕表示するシステムなどを導入し、活動を推進。 

 

■ サステナビリティ 

 ▶ 再生可能エネルギー100％の電力を調達 

  2022年より使用電力を再生可能エネルギー100％にしており、年間で一般家

庭約800世帯分の年間排出量※相当となる約2,000トンの二酸化炭素を削減

した。 

   ※環境省調査にもとづき 1世帯あたり2.47トンで算出 

 

▶ サステナブルな食体験の機会を提供 

 ・5階ロビーでの「食」に係る発信 

  （「コーヒー2050年問題」に関するパネル展示） 

 ・サステナビリティを意識した食の提供 

  （スマートコーヒースタンドでのスペシャルティコーヒーの提供、レストラ

ンでの環境に配慮した素材を取り入れたメニューの提供） 

 

▶ 情報発信、職員研修 

 ・SNSやSCブログ等による情報発信 

 ・職員対象の使い捨てに関する意識調査実施 

 ・職員対象のオンライン勉強会実施 

 

■ アクセシビリティ 

▶ 館内の移動をサポートするツールの提供 

 視覚障害のある方や車いすを利用する方、地図を読むのが苦手な方がより自

由に移動できるよう、サポートツール開発や音声ナビゲーション提供をした。 

 ・アクセシビリティラボでのサポートツール開発（AIスーツケースなど） 

 

▶ 五感を使って体験する展示の提供 

 2022年以降に公開した常設展示を中心に、見るだけではなく、聞く・触るな

ど、さまざまな感覚を使って理解したり、発見したりできる新たな展示体験

を提供した。 

 ・2023年に公開した4つの常設展示の見どころを紹介する手話動画を制作    

 ・主な常設展示を紹介する「見どころツアー」に手話通訳を配置 

 ・ドームシアターにおける３D 映像上映時の字幕表示を整備（バリアフリー字

幕またはバリアフリー字幕メガネ（スマートグラス）の貸出） 

 ・視覚、聴覚障害者向けの展示ツアーや実証実験イベントの開催 

  （さわる展示ツアー、手話通訳つきツアー 等） 

 ・サービス介助基礎研修を実施 
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Ⅲ．来館者データ 

 

▶ 来館者数推移 
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